
大阪市立図書館「学校司書のページ」 

図書館の移転・改装 

本を探せる・多様な知識欲に応えられる学校図書館づくり 

実 施 日  令和４年４月～令和６年３月 

対 象 小学校 1年～６年 

目的・ねらい 

 

学校図書館活用のポイント 

 

必要なもの 

 

 

実践内容 物品 留意点 

〈提案〉 

令和４年４月 

学校司書が本校着任時に、校長からレイアウト変更を夏にしてほしいと提案

がある。 

 〇当時のレイアウ

ト変更のねらいは

「本を探せる学校

図書館にしてほし

い」とのこと。 

〈相談〉 

校長・図書主任・学校司書で学校図書館の方針を相談し決定 

学校図書館内の書架と棚がもっと必要であることを、校長、図書主任、事務、

管理作業員に伝え、対応を依頼する。 

・購入書架：片面３段９０センチ幅  1本 

      片面２列３段１８０センチ幅 １本 

      両面２列３段１８０センチ幅 １本 

・管理作業員に作成依頼：２列１段１８０センチ（既存の２段書架の上に固定） 

３本 

                その他、壊れていた書架の修理 

学校司書から図書主任に、いつ書架を移動するか、短い時間でスムーズに

実施するにはどうすればよいか相談 

⚫ 宿泊学習の見送りが夏休みに入ってすぐにあるので、その時に図書主

任が声をかければ他の教員に手伝いを依頼しやすい。 

⚫ 短い時間で効率的に動いてもらえるよう、図書主任が事前に Teams

 〇着任してすぐの

レイアウト変更な

ので、学校や児童

の様子がわからな

いため、入念に打

ち合わせを行う。 

〇図を作成する

時に、机イスも同

じ縮尺にし、イス

は机から出してい

る状態で図を作

成する。（児童が

座っている状態を

想定する） 

〇何度も書架ず

■ 児童が自分で本を探したり戻したりできる。 

■ 学校図書館が、児童の多様な知識欲に応えられるようになる。 

■ 全国学校図書館協議会（SLA）の提唱する蔵書の配分比率に準じた蔵書冊数を配架できるよう、必要な書架配

置を行う。 

■ 蔵書の配分比率に応じた各分類のスペースを確保する。 

□ レイアウト変更に使用するもの（ホワイトボード、レイアウト変更図、カゴ、台車） 

□ 分類サイン（新レイアウトに対応したもの） 
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などで他の教員に周知する。 

⚫ 学校司書が、移動したい書架に番号を貼り、ホワイトボードに移動した

い場所を指示する。 

 

学校司書から図書主任に、蔵書構成充実の分析時に、配分比率を書架の棚

数でも分析を行ってみたいこと、分析結果に合わせて本を配置したいことを

相談する。（絵本書架は分析に含めない） 

 

 

らし行いながら、

蔵書構成を充実

させるよりも、この

機に配分比率に

合わせて棚を確

保することで、本

の置き場所が変

わることによる利

用者の不便さを解

消することをねら

う。 

 

〈準備〉 

学校司書が実施 

レイアウト変更前日までに 

・ 背ラベルの修理、貼り替え 

・ 除籍本の選定、廃棄作業 

レイアウト変更当日 

・ 書架に、移動する順番の番号札を貼る。 

・ ホワイトボードに作業手順と、移動する場所の図を貼る。 

 

 

レイアウト変更図、

ホワイトボード 

 

 

 

 

 

〇できるだけ簡潔

に、移動の手順を

示す。 

〈実践〉 

令和４年７月末 

⚫ 教員と学校司書とで、本を廊下に運び出す。 

⚫ 教員は、番号札のついた棚を、レイアウト変更図に従い移動させる。 

⚫ 移動の際に掃除も合わせて行う。 
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令和 4年 8月以降、書架が届く度 

⚫ 学校司書が、＜相談＞の段階で取り

決めた書架に、本を分類ごとに並べる。 

⚫ 分類によっては、SLA配分比率を超

過しており、取り決めた書架に入りきらな

い本があったため、除籍も視野に入れつつ

多少の調整を行う。 

⚫ SLA配分比率に足りない分類の書架

は、空いたスペースで面展示を行う。 

⚫ 都度、全学年にオリエンテーションを

行い、学年に応じた分類の説明を行った。 

 

〈結果／児童生徒・教職員の反応〉 

最終的に、学校図書館内の棚数は１６８から１９１に増加 

⚫ ９類は棚数７２から６７に削減し、０～８類の分類は棚数７２から１００に増

加した。 （絵本の棚は変更なし、主題別置が別である）（別紙参照） 

⚫ 完全に SLA の比率に棚数を合わすことはできなかったが、目標とする

棚数を確保することができた。 

⚫ 令和 4年 9月以降しばらくは、児童から、どこに本を戻したらいいか、

借りたい本がどこにあるかなどの質問が多く寄せられた。 

⚫ レイアウト変更後の学校図書館に慣れるにつれ、中、高学年は、自力で

探している本を見つけられるようになった。 

⚫ 低学年も、学校司書に聞いてどの書架の何番目と教えてもらうことで、

スムーズに見つけられるようになった。 

⚫ 正しい場所に戻っていない本がわかりやすくなり、児童が見つけて、学

校司書に知らせるようになった。 

⚫ 学校司書も書架整頓がしやすくなり、教員から依頼があった際に必要

な本を見つけやすくなった。 

⚫ 足りない分野の図書が一目でわかり、図書購入時に意識して購入する

ことができた。 

⚫ ９類の貸出が多かったが、他の分類の貸出も増加している。 

  

 

 

 

 

 

〇分類サインも、

児童が理解しやす

いように作り直し

設置した。 

（数字３桁、絵は

大きいもの一つ） 

 


